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2025 年 2 月 17 日 

報道関係者各位 

慶應義塾大学 

 

慶應義塾大学デジタルメディア・コンテンツ統合研究センター 

シンポジウム第 13 回 

－「知と情報と人間：デジタル知の深化と共有に向けて」開催（3/17） 
 

慶應義塾大学デジタルメディア・コンテンツ統合研究センター（DMC）は、オープンサイエンス時

代におけるデジタル知の共有と公開について、歴史資料や文化資源などの分野も視野に入れて検討

する DMC シンポジウム第 13 回「知と情報と人間：デジタル知の深化と共有に向けて」を開催いたし

ます。 

 

 

１．開催概要 

日 時：2025 年 3 月 17日（月）14時 00 分～17時 00 分（13時 30 分 開場） 

会 場：慶應義塾大学日吉キャンパス 来往舎シンポジウムスペース 

対 象：どなたでもご参加いただけます 

形 式：対面・オンライン配信 ※途中入退場自由 

言 語：日本語 

入 場：無料 

詳 細：以下のウェブサイトにてご確認ください。 

https://www.dmc.keio.ac.jp/symposium/2024.html 

お申込み：以下のフォームからご登録ください。 

 https://forms.gle/1uPmv5PTa9g99qW88 

※当日参加も可能ですが、できる限り事前申し込みをお願いいたします。 

 

２．開催趣旨 

社会のデジタル化とともに、情報や知の共有に関するシステムは印刷技術以来の大きな変革期を迎え

ています。20 年前までは、目新しいデジタル技術がもたらす社会変化の可能性を探ることが重要であり

ましたが、デジタル技術の社会浸透に伴い、本技術がもたらす経済的・社会的インパクト、社会における

情報共有のあるべき姿、そして、根底にある人間と情報や知との関係性を改めて問い直す必要がありま

す。 

本シンポジウムではそれらの問いに対し、情報の分類・探索・蓄積・インタラクションといった視点に、

書物史、科学史等の大局的な視座も加えてこれからの人と社会の変化を見据え、情報・知の共有のあり方

と可能性に関して議論を行います。 

 

３．プログラム（予定） 

14:00-14:05 開会のご挨拶 

14:05-14:10 シンポジウム主旨説明 

14:10-15:30 講演 

14:10-14:30 「書誌コントロール：図書館における知の共有の仕組み」 

橋詰 秋子（実践女子大学文学部図書館課程准教授）  

https://www.dmc.keio.ac.jp/symposium/2024.html
https://forms.gle/1uPmv5PTa9g99qW88
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14:30-14:50 「図書館情報学と DHの関係について，Digital紅葉山文庫での経験から考えたこと」 

木村 麻衣子（日本女子大学日本文学科准教授） 

14:50-15:10 「ヨーロッパ中世から近世における知の所有と共有について―薬草事典を例に」 

池田真弓（慶應義塾大学理工学部外国語・総合教育教室准教授，DMC研究センター所員） 

15:10-15:30 「客観性・明証性・連続性―私たちは情報に何を求めているのか」 

荒金直人（慶應義塾大学理工学部外国語・総合教育教室准教授） 

15:30-15:45 休憩 

15:45-16:45 パネルディスカッション 

   ＜パネリスト＞ 

  荒金直人（慶應義塾大学理工学部外国語・総合教育教室准教授） 

  池田真弓（慶應義塾大学理工学部外国語・総合教育教室准教授，DMC 研究センター所員） 

  木村 麻衣子（日本女子大学日本文学科准教授） 

  橋詰 秋子（実践女子大学文学部図書館課程准教授） 

   ＜モデレーター＞ 

  金子晋丈（慶應義塾大学理工学部情報工学科准教授，DMC研究センター副所長） 

16:45-16:50 閉会のことば 

16:50-17:30 アフターセッション 

＊ 同会場にて DMC の研究展示を併設します。 

 

慶應義塾大学デジタルメディア・コンテンツ統合研究センターでは、これまでにデジタルアーカイ

ヴの構築や FutureLearn オンラインコースのコンテンツ制作を通して、歴史資料や文化資源のデジ

タル化に取り組んできました。昨今では研究のデジタルデータや成果だけではなく、そのプロセスを

も含めて社会に広くオープンにすることが期待されています。 

（参考）慶應義塾大学 無料オンライン講座 FutureLearn：https://www.fl-keio.info/intro/ 

 

本シンポジウムでは、オープンサイエンス時代におけるデジタル知の共有と公開について、歴史資

料や文化資源などの分野も視野に入れて検討します。また当日はシンポジウムと合わせてポスター

セッションを、終了後にアフターセッションで参加者同志の交流の時間を設けます。 

皆さまぜひ奮ってご参加ください。 

 

４．会場案内 

 

会 場：慶應義塾大学日吉キャンパス 

住 所：〒223-8521 神奈川県横浜市港北区日吉 4-1-1 

交通アクセス： 

日吉駅（東急東横線、東急目黒線、東急新横浜線／横浜市営地

下鉄グリーンライン）徒歩 1 分 

※東急東横線の特急は日吉駅に停車しません。 

 

 

【本イベントに関するお問い合わせ先】 

慶應義塾大学 デジタルメディア・コンテンツ統合研究センター事務室 

E-mail：jimu-dmc@adst.keio.ac.jp 

 

https://www.fl-keio.info/intro/
mailto:jimu-dmc@adst.keio.ac.jp
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【本リリースの配信元】 

慶應義塾広報室 TEL：03-5427-1541  FAX：03-5441-7640 

E-mail：m-pr@adst.keio.ac.jp     https://www.keio.ac.jp/ 
 

mailto:m-pr@adst.keio.ac.jp
https://www.keio.ac.jp/
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